
本事業は、インドネシア共和国スマト

ラ島ランポン州の農業生産の拡大を目的

として、同州ワイウンプ･ワイプングブア

ン地区の灌漑施設の改修を行うものであ

る。改修の対象となる灌漑施設は、以前

に円借款にて実施されたワイウンプ･ワイ

プングブアン灌漑事業（以下「原事業」）

のもとで建設されたものであるが、原事

業完了後に行われたOECFによる事後評

価（1986年）の結果、施設の破損が著し

く、早急な改修の必要性が認められたこ

とから、改修事業が実施される運びとな

ったものである。借款対象は、潅漑施設

の改修にかかわる土木工事、維持管理機

材の調達、およびコンサルティング･サー

ビスに必要な外貨および内貨の一部に充

当された。

（1）事業実施

①事業範囲

設計および工事段階にて適宜見直しが行われた結果、最終的には大幅に増加した。本事業では、当初計画の範囲は
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灌漑機能維持のための必要最低限な工事のみを対象とした概括的なもので、ある程度の見直しはもともと必要とされ

ていた。事業範囲の調整や増加は、現場のニーズを見極めつつ事業実施が図られた証左であり、特段の問題はない。

維持管理機材は、貸付完了期限直前にブルドーザー、農業用気象観測機器などの大規模な追加調達が行われたが、ス

コープ範囲内での追加調達である上、ブルドーザー等の維持管理機材は必要に応じて水田開発にも転用が可能であり、

事業全体としての効果発現に資することから、特段の問題はない。

②工期

全体で約1年の遅延が生じたが、借款契約期限（92年1月）内に全工程が完了しており、おおむね順調とみなせる。

全体的な遅延が発生した要因を時系列で分析すると、①借款契約調印時点で4ヶ月の遅延が発生したこと、②コンサ

ルタント雇用が予定より8ヶ月遅延したことから（うち4ヶ月分は借款契約調印の遅れに起因）、詳細設計や業者の選

定手続きにも応分の遅延が発生したこと、③事業スコープが増加した結果、工期自体が延長されたこと、などがあげ

れらる。

③事業費

借款額は、審査時点の見積り1,392百万円に対して、実績は1,226百万円と予定金額内におさまった。コンポーネン

ト別に見ると、計画外の追加調達による維持管理機材コストの増加（借款対象の内外貨合計40百万円→130百万円）、

人件費の減少に起因するコンサルタントコストの減少（同316百万円→190百万円）が大きな変化である。土木工事コ

ストはスコープ増加にもかかわらず、円高ルピア安により円ベースでは計画範囲内におさまった。

（2）実施機関の体制（実施および完成後の運営・維持管理）

①実施体制

原事業における不適切な施工（直営）および施工管理（ローカル･コンサルタント）が問題視されたことから、本

事業では競争入札による業者選定を行うと同時に外国コンサルタントが施工管理を担当する体制で借款が供与された

ことで、工事の質の確保が図られた。実施機関、コンサルタント、コントラクターのパフォーマンスは良好であった

と報告されており、原事業のような施工上のミスを看過する体制は排除されたと評価される。
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②運営・維持管理状況

制度的枠組みとして、建設は中央政府、主要施設の維持管理は州政府、三次水路以下の小施設の維持管理は農民に

よる水利組合が各々担当する。本事業にて改修された灌漑施設は、州政府に移管された上で、おおむね問題なく利用

されている（98年時点）。一方、維持管理予算が不足しており、予算基盤の強化が必要である。

③水田開発

潅漑施設の整備と並行して実施された水田開発は、98年時点で計画の約70％が開発されている。本事業実施中の86

年～91年にかけては、急速な水田面積の拡大が達成されており、本事業と並行して実施された農業省による水田開発

事業や、OECFの原事業の評価（86年）による先方政府への後押し、それに続く本事業の実施が水田開発に一定の貢

献を果したとみなされる。

（3）事業効果

①単位収量の増加

ワイウンプ地区の米の単収は、事業実施前の3.0t／haから約3.5t／haに、ワイプングブアン地区の米の単収は、事業

実施前の3.2t／haから約5.0t／haにそれぞれ増加した。

②水田面積の拡大

98年時点の実績としては、ワイウンプ地区5,485ha（計画開発面積の73％）、ワイプングブアン地区3,598ha（71％）

の水田が新たに開発されており、特に、本事業にて水路改修工事が本格的に実施された89年から91年にかけて、農業

省の水田開発プロジェクトとの相乗効果により、急速な水田面積の拡大が達成されている。

③世帯数の増加

ワイウンプ・ワイプングブアン地区には、移民政策の一環として原事業の開始以前より多数の住民がジャワ島、バ

リ島から移住してきている。

④内部収益率

事業実施後の内部収益率はワイウンプ地区が11.8％（計画時11.5％）、ワイプングブアンが22.5％（計画時15.3％）

であり、いずれも審査時点より若干高い数値を示す結果となった。内部収益率が高くなった理由としては、①86年～

91年にかけての水田開発の進捗率が審査時の予測よりも高かったことと、②ワイプングブアンにて単収が計画を上回っ

たことがあげられる。その他の事業効果として、入植世帯数の増加などがあげあられる。

特筆すべき教訓はない。

水田面積の拡大予測�

（出所）審査時資料、PCR、質問状への回答�
（注）WU＝ワイウンプ、WP＝ワイプングブアン�
　　　1991年以降の水田面積は、審査時の予測に基づき、ワイウンプ230ha／年、ワイプングブアン80ha／年ずつ増加するとし計算。�
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①ワイウンプ地区における水田耕作風景

③ワイウンプ地区の灌漑施設管理事務所

②二次水路の水門


